
　町内の全小学生を対象に「放課後気軽に立ち寄れる居場所」作りを目指しています。地域で、友だちと
過ごす放課後の時間、学校や自宅ではなかなか体験することができない実践を通して、自分で考え、行動
する力やコミュニケーション能力を育てるよう活動しています。

　自然豊かな町内のフィールドに飛び出し、生きも
のを探したり、生きもの同士のつながりについて学
んでいます。

　スポーツを中心に、専門的な技術などは講師をお
招きして教わっています。野球・サッカー・車いす
バスケは長年にわたり人気のプログラムです。昨年
度は北海道ドッジボール協会から講師をお招きし、
ドッジボールの公式ルールを教わりました。

　内容の発案企画、話し合いから実施まで、子どもた
ちの手で行う「フリープログラム」や高学年の「ガッ
チャ！（必要な資金を調達するためクラウドファン
ディングにも挑戦）」では、仲間との話し合いに時間
をかけて取り組んでいます。
　昨年は「駄菓子屋へ買い物に行こう」「中央公民館
で焼き芋が食べたい」「消しゴムハンコを作りたい」
など、地域のみなさまのご協力をいただきながら実
現することができました。
　自分ひとりだけではなく仲間と行うことや、実現
に至るまでの経験を大切にしています。

毎週の活動はSNSでご覧いただけます。

豊浦町　放課後子ども教室
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2025 年度が始まりました！

森、川、海で自然体験

外部講師をお迎えして

自分たちで考え仲間と力をあわせて

参加児童は随時受付中です！
お問い合わせ・お申し込みは

社会教育係（☎︎ 83-2239）まで
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